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　男
体
山
と
い
え
ば
︑
日
光
男
体
山
や
筑
波
山
の
男
体
山
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
が
︑
奥
久
慈
に
も
男
体
山
が
あ
り
ま
す
︒

別
名
﹁
鼻
欠
山
﹂﹁
頂
山
﹂﹁
南
台
山
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

そ
う
で
す
︒
山
頂
は
ち
ょ
う
ど
常
陸
太
田
市
と
大
子
町
の
境

に
あ
り
ま
す
︒
今
回
初
め
て
男
体
山
に
登
っ
て
き
ま
し
た
︒

　平
成
二
十
年
に
﹁
に
ほ
ん
の
里
山 

百
選
﹂
に
選
ば
れ
た
持

方
集
落
か
ら
頂
上
に
通
じ
る
登
山
道
が
あ
り
︑
一
時
間
程
で

頂
上
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
里
山
百
選
の
碑
が
あ
る
駐

車
場
に
車
を
止
め
て
歩
き
始
め
︑
途
中
︑
徳
川
斉
昭
公
由
来

の
腰
掛
石
︑
男
体
山
遥
拝
所
を
過
ぎ
る
と
︑
斜
面
右
に
何
軒

か
の
民
家
が
あ
っ
て
大
円
地
越
と
の
分
岐
が
あ
り
ま
す
︒
大
円

地
へ
進
む
場
合
に
は
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な
と
こ
ろ
で
す

が
︑
帰
り
は
こ
こ
を
降
り
て
き
ま
し
た
︒
そ
の
分
岐
を
ま
っ

す
ぐ
進
む
と
︑
し
ば
ら
く
し
て
山
頂
へ
の
標
識
が
あ
り
ま
す
︒

小
さ
な
沢
を
渡
っ
て
こ
こ
か
ら
登
り
に
な
り
ま
す
︒
登
山
道

を
登
っ
て
行
く
と
尾
根
に
合
流
し
︑
一
気
に
明
る
く
な
り
視
界

も
広
が
り
ま
す
︒
景
色
や
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
最
後
に
急

な
斜
面
を
登
り
詰
め
れ
ば
山
頂
に
到
着
し
ま
す
︒
山
頂
に
は

男
体
神
社
の
奧
社
が
あ
り
︑
疲
れ
が
吹
き
飛
ぶ
ほ
ど
の
絶
景

が
見
ら
れ
ま
す
︒
山
頂
で
食
べ
る
昼
食
は
格
別
で
す
︒
雄
大

な
展
望
を
存
分
に
楽
し
ん
だ
ら
︑
先
程
の
尾
根
道
合
流
地
点

ま
で
戻
り
︑
大
円
地
越
へ
と
下
り
ま
し
た
︒

　夕
方
の
山
頂
の
様
子
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
と
思
い
︑
別
の
日

の
夕
方
再
び
男
体
山
へ
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
︒
昼
間

賑
わ
っ
て
い
た
山
頂
付
近
に
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
夕
日

で
山
肌
が
赤
く
染
め
上
げ
ら
れ
︑
見
事
な
夕
暮
れ
と
な
っ
て

い
ま
し
た
︒
同
じ
山
で
も
季
節
や
時
間
に
よ
っ
て
︑
こ
ん
な
に

も
表
情
が
異
な
る
の
だ
な
と
︑
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
︒

武
藤

　卓

男
体
山
の
夕
暮
れ

は
な
か
け
や
ま

お
お
え
ん
じ
ご
し

よ
う
は
い
じ
ょ
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ウ

実
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色
が
︑
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実
の
色
が
︑

      

緑
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に
変
化
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持方集落持方集落

常陸太田市常陸太田市

持
方
集
落

持
方
集
落

県
立
自
然
公
園
の
中
に
あ
り
西
に
男
体

山
・
北
に
白
木
山
が
そ
び
え
︑
竜
神
川

源
流
の
地
と
し
て
美
し
い
里
山
と
そ
こ

に
伝
わ
る
歴
史
が
評
価
さ
れ
﹁
に
ほ
ん

の
里
１
０
０
選
﹂
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
︒

男
体
山

男
体
山

山
頂
に
は
︑
大
岩
石
を
ご
神
体
と
し
た

男
体
権
限
の
祠
が
あ
り
ま
す
︒
県
北
男

体
山
系
の
最
高
峰
︒
晴
れ
た
日
に
は
︑

山
頂
か
ら
富
士
山
・
筑
波
山
・
阿
武
隈

山
地
の
山
な
み
︑
久
慈
川
の
谷
︑
奥
久

慈
の
山
々
を
展
望
で
き
ま
す
︒
一
月
︑
雪

の
富
士
山
は
絶
景
で
す
︒

　 

ア
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ソ
ウ

　 

ア
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ノ
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ン
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シ
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ミ
ズ
ヒ
キ

　 

ミ
ズ
ヒ
キ
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秋
の
花
々
・
野
草
を
楽
し
む

秋
の
花
々
・
野
草
を
楽
し
む

キ
ツ
リ
フ
ネ
　
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
　
ヤ
マ
ハッ
カ
　
ヤ
マ
ゼ
リ

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ
　
リ
ン
ド
ウ
　
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
　
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
　
オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ
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ヒ
キ
　
ア
シ
ボ
ソ

男
体
山
登
山
口
広
場

男
体
山
登
山
口
広
場

P
登山口広場駐車場

にほんの里100選の碑

ト
イ
レ
ト
イ
レ

至
小
生
瀬

至
小
生
瀬

至
大
子

至
大
子

虫
こ
ぶ
と
は
？

虫
こ
ぶ
と
は
？

不
思
議
な
虫
こ
ぶ
!? 

な
が
～
い
名
前

不
思
議
な
虫
こ
ぶ
!? 

な
が
～
い
名
前

昆
虫
な
ど
が
植
物
に
つ
く
ら
せ
た
︑
特
別
な
形
の
こ
ぶ
で
す
︒

こ
ぶ
の
中
で
幼
虫
が
成
長
し
ま
す
︒
虫
こ
ぶ
を
つ
く
る
昆
虫
の

多
く
は
︑
ア
ブ
ラ
ム
シ
︑
タ
マ
バ
チ
︑
タ
マ
バ
エ
の
仲
間
で
す
︒

　 

イ
ノ
コ
ヅ
チ

    

ク
キ
マ
ル
ズ
イ
フ
シ

　 

イ
ノ
コ
ヅ
チ

    

ク
キ
マ
ル
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シ
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イ
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コ
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チ

イ
ノ
コ
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チ
ウ
ロ
コ
バ
エ

キ
ツ
リ
フ
ネ

キ
ツ
リ
フ
ネ
タ
マ
バ
エ

昆
虫

昆
虫

虫
こ
ぶ
が
で
き
た
イ
ノ
コ
ヅ
チ

虫
こ
ぶ
な
し
の

       

イ
ノ
コ
ヅ
チ

　 

コ
シ
オ
ガ
マ

　 

コ
シ
オ
ガ
マ

21花
は
ピ
ン
ク
︒
小
型
で
シ
オ
ガ
マ
ギ

ク
︵
塩
竃
菊
︶
に
似
る
事
か
ら
︒

塩
竈
は
塩
を
作
る
竈
︒
歌
舞
伎
の

台
詞
﹁
浜
で
美
し
い
の
は
塩
竃
﹂
を

﹁
葉
ま
で
美
し
い
﹂
に
掛
け
合
わ
せ

た
言
葉
と
言
わ
れ
て
い
る
︒

　 

ネ
ズ
ミ
サ
シ

　 

ネ
ズ
ミ
サ
シ

23
野
生
の
荒
々
し
さ
バ
ツ
グ
ン
で

盆
栽
の
よ
う
な
風
格
︒
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ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ

　 

イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ

22
タ
イ
ム
の
よ
う
な
香
り
︒

　 

フ
ク
ロ
ダ
ガ
ヤ

　 

フ
ク
ロ
ダ
ガ
ヤ

20
大
子
町
袋
田
を
発
見
地
と

す
る
イ
ネ
科
の
多
年
草
︒

寒
い
冬
の
備
え
と
来
年
の
準
備
‼

寒
い
冬
の
備
え
と
来
年
の
準
備
‼
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と
よ
り
道
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エ
イ
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ン
ス
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早
春
に
開
花

初
夏
に
開
花
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ウ
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大
円
地
越

大
円
地
越
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分
岐
分
岐

ロ
ー
プ

    

の
あ
る
岩
場

ロ
ー
プ

    

の
あ
る
岩
場

ベ
ン
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あ
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ベ
ン
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あ
り

峠
の
平
坦
地

峠
の
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坦
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ヌ
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登
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根
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流
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男
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山
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道
合
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落
葉
広
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樹
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赤
や
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色
の
色
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ま
に

落
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葉
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黄
色
の
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に
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カ
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シ
ャ
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ヌ
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ハ
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ボ
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ツ
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ヤ
マ
グ
ル
マ

　 

ヤ
マ
グ
ル
マ

ヤ
マ
グ
ル
マ
属
ヤ
マ
グ
ル
マ
科

県
内
で
は
唯
一
こ
こ
で
し
か

見
ら
れ
な
い
︒

14

　 

イ
ヌ
ブ
ナ

　 

イ
ヌ
ブ
ナ

10

木
肌
が
褐
色
︒

　 

ア
ブ
ラ
ツ
ツ
ジ

　 

ア
ブ
ラ
ツ
ツ
ジ
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ド
ウ
ゴ
ク

           

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

　 

ド
ウ
ゴ
ク

           

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

12

岩
の
間
に
木
々
が
茂
る
山
道

岩
の
間
に
木
々
が
茂
る
山
道

集
塊
岩
が
露
出
し
大
き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
︒

そ
の
間
に
木
々
が
茂
る
楽
し
い
山
道
で
す
︒

オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
　
ベ
ニ
バ
ナ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
　
ネ
ジ
キ

オ
オ
バ
マ
ン
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ク
　
イ
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ド
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
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コ
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ラ
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ン
コ
ウ
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イ
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シ
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イ
カ
ツ
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ヒ
ト
ツ
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デ
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ラ
ツ
ツ
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シ
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キ
　
ウ
ラ
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ノ
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ヤ
マ
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し
ゅ
う
か
い
が
ん

分
岐
分
岐

分
岐
の
標
識

分
岐
の
標
識

小
さ
な
沢
を
渡
る

小
さ
な
沢
を
渡
る

登
山
口

登
山
口

林
道
林
道

に
わ
と
り
小
屋

に
わ
と
り
小
屋

馬
力
神

馬
力
神

民
家
民
家

男
体
山
山
頂

男
体
山
山
頂

男
体
神
社
奥
宮

男
体
神
社
奥
宮

標
高
６
４
５ｍ

標
高
６
４
５ｍ

尾
根
道

尾
根
道

尾
根
道
合
流

尾
根
道
合
流

四方の山々を見渡すことが
できるパノラマ素晴らしい。
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ブ
ナ
の
巨
木 

３
本

ブ
ナ
の
巨
木 

３
本

樹
齢
２
０
０
～
３
０
０
年
︒

冬
に
は
樹
上
に
ヤ
ド
リ
ギ
が

み
え
る
︒

気
持
ち
の
い
い
尾
根
歩
き
が
出
来

ま
す
が
︑
尾
根
の
西
側
は
断
崖

絶
壁
で
す
︒
ご
注
意
を
︒

紅
葉
の
足
元
に
は
野
草

紅
葉
の
足
元
に
は
野
草

尾
根
づ
た
い
に
見
事
な
紅
葉

尾
根
づ
た
い
に
見
事
な
紅
葉

シ
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ヤ
マ
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ナ
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ミ
ヤ
マ
ヤ
ブ
タ
バ
コ
　
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
︵
ピ
ン
ク
の
花
︶

急
な
登
り

急
な
登
り

東
屋
東
屋

至
大
円
地
登
山
口

至
大
円
地
登
山
口

健
脚
コ
ー
ス

健
脚
コ
ー
ス

ブ
ナ
ブ
ナ

標
高
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
に
分
布
す
る
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ツ
ク
バ
ネ

　 

ツ
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名
前
の
由
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聞
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！

名
前
の
由
来…

聞
い
て
納
得
！

オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ

オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ……

ソ
バ
の
花
に
似
て
い
る
︒
別
名
ウ
シ
ノ
ヒ
タ
イ
︒

葉
の
形
が
牛
の
額
に
似
て
い
る
︒
溝
に
群
が
っ
て
咲
く
︒

ウ
バ
ユ
リ

ウ
バ
ユ
リ……

花
の
時
期
に
葉(

歯)

が
枯
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
︒
歯
の
な
い
姥
︒

ア
シ
ボ
ソ

ア
シ
ボ
ソ……

脚
部
の
茎
が
上
部
よ
り
細
い
︒

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ……

山
中
に
生
え
︑
枝
葉
の
様
子
が
樒(

し
き
み)

に
似
て
い
る
︒

シ
キ
ミ
の
名
前
は
︑
果
実
に
猛
毒
が
あ
る
こ
と
か
ら
﹁
悪
し

き
実
﹂︒

ツ
ク
バ
ネ

ツ
ク
バ
ネ……

羽
子
板
遊
び
の
突
羽
根(

つ
く
ば
ね)

に
似
て
い
る
︒

カ
マ
ツ
カ

カ
マ
ツ
カ……

丈
夫
で
折
れ
に
く
い
の
で
鎌
の
柄
に
利
用
︒
別
名
を
ウ
シ
コ
ロ
シ

︵
牛
殺
し
︶
と
も
い
う
︒︒
牛
の
鼻
輪
に
も
利
用
し
た
こ
と
か
ら
︒

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ……

乾
燥
し
た
葉
を
火
口(

ほ
ぐ
ち)

に
利
用
し
た
︒

カ
シ
ワ
バハ
グ
マ

カ
シ
ワ
バハ
グ
マ……

葉
は
柏
の
葉
に
似
て
︑
花
は
ハ
グ
マ(

チ
ベッ
ト
の
ヤ
ク
の
し
っ
ぽ)

に
似
て
い
る
︒
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7

集
塊
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集
塊
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火
山
噴
出
物
が
固
ま
っ
て
で
き
た
岩
石

ス
ズ
タ
ケ

ス
ズ
タ
ケ……

ブ
ナ
林
に
多
く
み
ら
れ
る
︒
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に
白
木
山
が
そ
び
え
︑
竜
神
川

源
流
の
地
と
し
て
美
し
い
里
山
と
そ
こ

に
伝
わ
る
歴
史
が
評
価
さ
れ
﹁
に
ほ
ん

の
里
１
０
０
選
﹂
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
︒

男
体
山

男
体
山

山
頂
に
は
︑
大
岩
石
を
ご
神
体
と
し
た

男
体
権
限
の
祠
が
あ
り
ま
す
︒
県
北
男

体
山
系
の
最
高
峰
︒
晴
れ
た
日
に
は
︑

山
頂
か
ら
富
士
山
・
筑
波
山
・
阿
武
隈

山
地
の
山
な
み
︑
久
慈
川
の
谷
︑
奥
久

慈
の
山
々
を
展
望
で
き
ま
す
︒
一
月
︑
雪

の
富
士
山
は
絶
景
で
す
︒

　 

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

　 

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

2

　 

リ
ン
ド
ウ

　 

リ
ン
ド
ウ

3

　 

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ

　 

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ

6

　 

ミ
ズ
ヒ
キ

　 

ミ
ズ
ヒ
キ

8

秋
の
花
々
・
野
草
を
楽
し
む

秋
の
花
々
・
野
草
を
楽
し
む

キ
ツ
リ
フ
ネ
　
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
　
ヤ
マ
ハッ
カ
　
ヤ
マ
ゼ
リ

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ
　
リ
ン
ド
ウ
　
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
　
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
　
オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ
　
ミ
ズ
ヒ
キ
　
ア
シ
ボ
ソ

男
体
山
登
山
口
広
場

男
体
山
登
山
口
広
場

P
登山口広場駐車場

にほんの里100選の碑

ト
イ
レ
ト
イ
レ

至
小
生
瀬

至
小
生
瀬

至
大
子

至
大
子

虫
こ
ぶ
と
は
？

虫
こ
ぶ
と
は
？

不
思
議
な
虫
こ
ぶ
!? 

な
が
～
い
名
前

不
思
議
な
虫
こ
ぶ
!? 

な
が
～
い
名
前

昆
虫
な
ど
が
植
物
に
つ
く
ら
せ
た
︑
特
別
な
形
の
こ
ぶ
で
す
︒

こ
ぶ
の
中
で
幼
虫
が
成
長
し
ま
す
︒
虫
こ
ぶ
を
つ
く
る
昆
虫
の

多
く
は
︑
ア
ブ
ラ
ム
シ
︑
タ
マ
バ
チ
︑
タ
マ
バ
エ
の
仲
間
で
す
︒

　 

イ
ノ
コ
ヅ
チ

    

ク
キ
マ
ル
ズ
イ
フ
シ

　 

イ
ノ
コ
ヅ
チ

    

ク
キ
マ
ル
ズ
イ
フ
シ

1

イ
ノ
コ
ヅ
チ

イ
ノ
コ
ヅ
チ
ウ
ロ
コ
バ
エ

キ
ツ
リ
フ
ネ

キ
ツ
リ
フ
ネ
タ
マ
バ
エ

昆
虫

昆
虫

虫
こ
ぶ
が
で
き
た
イ
ノ
コ
ヅ
チ

虫
こ
ぶ
な
し
の

       

イ
ノ
コ
ヅ
チ

　 

コ
シ
オ
ガ
マ

　 

コ
シ
オ
ガ
マ

21花
は
ピ
ン
ク
︒
小
型
で
シ
オ
ガ
マ
ギ

ク
︵
塩
竃
菊
︶
に
似
る
事
か
ら
︒

塩
竈
は
塩
を
作
る
竈
︒
歌
舞
伎
の

台
詞
﹁
浜
で
美
し
い
の
は
塩
竃
﹂
を

﹁
葉
ま
で
美
し
い
﹂
に
掛
け
合
わ
せ

た
言
葉
と
言
わ
れ
て
い
る
︒

　 

ネ
ズ
ミ
サ
シ

　 

ネ
ズ
ミ
サ
シ

23
野
生
の
荒
々
し
さ
バ
ツ
グ
ン
で

盆
栽
の
よ
う
な
風
格
︒

　 

イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ

　 

イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ

22
タ
イ
ム
の
よ
う
な
香
り
︒

　 

フ
ク
ロ
ダ
ガ
ヤ

　 

フ
ク
ロ
ダ
ガ
ヤ

20
大
子
町
袋
田
を
発
見
地
と

す
る
イ
ネ
科
の
多
年
草
︒

寒
い
冬
の
備
え
と
来
年
の
準
備
‼

寒
い
冬
の
備
え
と
来
年
の
準
備
‼

ち
ょ
っ
と
よ
り
道

ち
ょ
っ
と
よ
り
道

　 

エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ

　 

エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ

24 春
の
姿
と
は
別
物
?!

春
の
姿

25春
先
の
姿

早
春
に
開
花

初
夏
に
開
花

ナ
ギ
ナ
タ
コ
ウ
ジ
ュ
　
エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ
　
ア
ズ
マ
ヤ
マ
ア
ザ
ミ

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
　
カ
シ
ワ
バハ
グ
マ
　
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン

ミ
ミ
ガ
タ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ

大
円
地
越

大
円
地
越

25

24

分
岐
分
岐

ロ
ー
プ

    

の
あ
る
岩
場

ロ
ー
プ

    

の
あ
る
岩
場

ベ
ン
チ
あ
り

ベ
ン
チ
あ
り

峠
の
平
坦
地

峠
の
平
坦
地

お
お
え
ん
じ
ご
え20

22

ちょっとより道ちょっとより道

21

23

　 

オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ

　 

オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ

15

　 
オ
オ
モ
ミ
ジ

　 
オ
オ
モ
ミ
ジ

16

　 

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ

　 

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ

17

　 

ヌ
ル
デ

　 

ヌ
ル
デ

19

登
山
口
～
尾
根
道
合
流
～
男
体
山
山
頂

登
山
口
～
尾
根
道
合
流
～
男
体
山
山
頂

落
葉
広
葉
樹
林
を
行
く

赤
や
黄
色
の
色
さ
ま
ざ
ま
に

落
葉
広
葉
樹
林
を
行
く

赤
や
黄
色
の
色
さ
ま
ざ
ま
に

オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
　
オ
オ
モ
ミ
ジ
　
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ

カ
マ
ツ
カ
　
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
　
ナ
ツ
ツ
バ
キ(

シ
ャ
ラ)

ヌ
ル
デ
　
ア
ブ
ラ
ツ
ツ
ジ
　
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
　
ツ
リ
バ
ナ
　
ア
ズ
キ
ナ
シ
　
ホ
オ
ノ
キ

　 

ヤ
マ
グ
ル
マ

　 

ヤ
マ
グ
ル
マ

ヤ
マ
グ
ル
マ
属
ヤ
マ
グ
ル
マ
科

県
内
で
は
唯
一
こ
こ
で
し
か

見
ら
れ
な
い
︒

14

　 

イ
ヌ
ブ
ナ

　 

イ
ヌ
ブ
ナ

10

木
肌
が
褐
色
︒

　 

ア
ブ
ラ
ツ
ツ
ジ

　 

ア
ブ
ラ
ツ
ツ
ジ

13

　 

ド
ウ
ゴ
ク

           

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

　 

ド
ウ
ゴ
ク

           

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

12

岩
の
間
に
木
々
が
茂
る
山
道

岩
の
間
に
木
々
が
茂
る
山
道

集
塊
岩
が
露
出
し
大
き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
︒

そ
の
間
に
木
々
が
茂
る
楽
し
い
山
道
で
す
︒

オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
　
ベ
ニ
バ
ナ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
　
ネ
ジ
キ

オ
オ
バ
マ
ン
サ
ク
　
イ
ヌ
ブ
ナ
　
ド
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

コ
ナ
ラ
　
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
　
コ
シ
ア
ブ
ラ
　
バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ

ミ
ズ
ナ
ラ
　
ヒ
ト
ツ
バ
カ
エ
デ
　
ア
ブ
ラ
ツ
ツ
ジ

シ
ラ
キ
　
ウ
ラ
ジ
ロ
ノ
キ
　
ヤ
マ
グ
ル
マ

し
ゅ
う
か
い
が
ん

分
岐
分
岐

分
岐
の
標
識

分
岐
の
標
識

小
さ
な
沢
を
渡
る

小
さ
な
沢
を
渡
る

登
山
口

登
山
口

林
道
林
道

に
わ
と
り
小
屋

に
わ
と
り
小
屋

馬
力
神

馬
力
神

民
家
民
家

男
体
山
山
頂

男
体
山
山
頂

男
体
神
社
奥
宮

男
体
神
社
奥
宮

標
高
６
４
５ｍ

標
高
６
４
５ｍ

尾
根
道

尾
根
道

尾
根
道
合
流

尾
根
道
合
流

四方の山々を見渡すことが
できるパノラマ素晴らしい。

151617

18

19

ブ
ナ
の
巨
木 

３
本

ブ
ナ
の
巨
木 

３
本

樹
齢
２
０
０
～
３
０
０
年
︒

冬
に
は
樹
上
に
ヤ
ド
リ
ギ
が

み
え
る
︒

気
持
ち
の
い
い
尾
根
歩
き
が
出
来

ま
す
が
︑
尾
根
の
西
側
は
断
崖

絶
壁
で
す
︒
ご
注
意
を
︒

紅
葉
の
足
元
に
は
野
草

紅
葉
の
足
元
に
は
野
草

尾
根
づ
た
い
に
見
事
な
紅
葉

尾
根
づ
た
い
に
見
事
な
紅
葉

シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
　
イ
ナ
カ
ギ
ク

ミ
ヤ
マ
ヤ
ブ
タ
バ
コ
　
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
︵
ピ
ン
ク
の
花
︶

急
な
登
り

急
な
登
り

東
屋
東
屋

至
大
円
地
登
山
口

至
大
円
地
登
山
口

健
脚
コ
ー
ス

健
脚
コ
ー
ス

ブ
ナ
ブ
ナ

標
高
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
に
分
布
す
る

　 

オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ

　 

オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ

4

　 

ウ
バ
ユ
リ

　 

ウ
バ
ユ
リ

5

　 

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ

　 

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ

9

　 

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ

　 

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ

18

　 

ツ
ク
バ
ネ

　 

ツ
ク
バ
ネ

11

名
前
の
由
来…

聞
い
て
納
得
！

名
前
の
由
来…

聞
い
て
納
得
！

オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ

オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ……

ソ
バ
の
花
に
似
て
い
る
︒
別
名
ウ
シ
ノ
ヒ
タ
イ
︒

葉
の
形
が
牛
の
額
に
似
て
い
る
︒
溝
に
群
が
っ
て
咲
く
︒

ウ
バ
ユ
リ

ウ
バ
ユ
リ……

花
の
時
期
に
葉(

歯)

が
枯
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
︒
歯
の
な
い
姥
︒

ア
シ
ボ
ソ

ア
シ
ボ
ソ……

脚
部
の
茎
が
上
部
よ
り
細
い
︒

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ……

山
中
に
生
え
︑
枝
葉
の
様
子
が
樒(

し
き
み)

に
似
て
い
る
︒

シ
キ
ミ
の
名
前
は
︑
果
実
に
猛
毒
が
あ
る
こ
と
か
ら
﹁
悪
し

き
実
﹂︒

ツ
ク
バ
ネ

ツ
ク
バ
ネ……

羽
子
板
遊
び
の
突
羽
根(

つ
く
ば
ね)

に
似
て
い
る
︒

カ
マ
ツ
カ

カ
マ
ツ
カ……

丈
夫
で
折
れ
に
く
い
の
で
鎌
の
柄
に
利
用
︒
別
名
を
ウ
シ
コ
ロ
シ

︵
牛
殺
し
︶
と
も
い
う
︒︒
牛
の
鼻
輪
に
も
利
用
し
た
こ
と
か
ら
︒

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ……

乾
燥
し
た
葉
を
火
口(

ほ
ぐ
ち)

に
利
用
し
た
︒

カ
シ
ワ
バハ
グ
マ

カ
シ
ワ
バハ
グ
マ……

葉
は
柏
の
葉
に
似
て
︑
花
は
ハ
グ
マ(

チ
ベッ
ト
の
ヤ
ク
の
し
っ
ぽ)

に
似
て
い
る
︒

1

2

3
5

4

腰
掛
石

腰
掛
石

遥
拝
所

遥
拝
所

6

7

8
9

11
10

12
13

14

安嶋 隆・鴨志田 弘子・篠崎 雅徳・黒羽 文男・武藤 卓［自然観察・取材］

キ
ツ
リ
フ
ネ
ク
キ
タ
マ
フ
シ

虫
こ
ぶ

イ
ノ
コ
ヅ
チ
ク
キ
マ
ル
ズ
イ
フ
シ

虫
こ
ぶ

　 

ア
シ
ボ
ソ

　 

ア
シ
ボ
ソ

7

集
塊
岩

集
塊
岩

火
山
噴
出
物
が
固
ま
っ
て
で
き
た
岩
石

ス
ズ
タ
ケ

ス
ズ
タ
ケ……

ブ
ナ
林
に
多
く
み
ら
れ
る
︒

40分

10分

20分

10分

10
分

10
分

10分



萩
谷 

浩
司

﹇
取
材
﹈来迎院の楼門は茅葺屋根で少し傾いていま

す。１６０年前に書かれた書物にも描かれてい
るこの楼門の傾きは謎になっており、また、
ちょっと小太りのユーモラスな仁王像も安置し
てあります。本堂に安置されている本尊の阿
弥陀如来坐像は一本の木から削りだされた一本
造りで当時は金箔が張られていました。

来迎院

久昌寺は３００年前に徳川光圀が創建したお
寺ですが、明治時代、廃仏毀釈により失われ
現在の場所に再建されています。木彫義公面
は光圀公の２０歳３０歳５０歳の時の写しと言
われる三面が現存しています。また、光圀公が
西山荘で過ごした生活ぶりを記録した日乗上
人日記があります。

久昌寺 香仙寺

旧町屋変電所は、１２０年前に建てられたレン
ガ造りの建物で、阿武隈山系の山を越えた日
立鉱山へ電気を供給するために建設されまし
た。田んぼの小道を南に下ったところには、発
電所の遺構があります。地元の保存会の人た
ちによる看板などが設置され当時の発電所や
変電所の建物の様子を見ることができます。

旧町屋変電所

太田一高には、約１１０年前に建てられた講堂
があります。明治時代の建築物にしては珍しい
ギリシャの古典的なエンタシス柱やコリント風
の柱頭装飾ドイツ風の下見板張りがあります。
展示物は明治から現代までの写真や資料で、
貴重なものばかりです。

旧太田中学校講堂

香仙寺東側山腹には、砂岩を掘りぬいた洞窟
が３つあり、聖冏(しょうけい)上人がこの洞窟
で、浄土宗義関連著書「決疑鈔直牒」十巻を書
き上げたことから直牒(じきてつ)洞の名前が
ついたと言われています。また、洞窟の奥の壁
には県指定文化財である阿弥陀如来坐像、観
音菩薩立像、勢至菩薩立像が彫られています。
暗いので懐中電灯が必要です。

中染阿弥陀堂の阿弥陀如来立像は高さ１６４ｃｍ
重さ６００㎏ある鉄でできた仏像です。天狗党
の騒乱で建物は焼損しましたが本尊だけは残
りました。さらに第二次世界大戦では金属の
供出が命じられましたが地元の方が土に埋め
て守り抜いたそうです。仏像の裏には制作に
携わった人や年号が刻まれています。

中染阿弥陀堂

バ
ー
チ
ャ
ル
曝
涼

黒
羽 

文
男

常
陸
太
田
ビ
デ
オ
研
究
会
会
長 

さ
ん

星神社古墳は、小島町にあります。久慈川流域
では最古で、古墳時代の４世紀前半の古墳と
言われています。木々に覆われており外から古
墳の形は確認できませんが、水田に囲まれた
低地に築かれ、墳丘が一つの島のようになっ
ており、水面に浮かぶ一艘の小舟のような美し
いたたずまいとなっています。

星神社古墳

梵天山古墳は宝金剛院の裏手の山にありま
す。墳丘の高さは県内二位の１５０ｍあります。
久慈川と山田川に挟まれた小高い台地に築
かれた久慈古墳群の一つで久慈川流域を政
治的にまとめた集団がいたと思われます。現
在も調査が進められています。

梵天山古墳

菊蓮寺収蔵庫には高さ３ｍ５０ｃｍ、見上げる
ほどの木造千手観音像があります（県指定文
化財）。また、江戸時代に描かれた十王図地獄
絵も見事で、死後の初七日から七十七日まで
の七人の王と百箇日、一周忌、三周忌の三人
の王が地獄の様子と天国の様子と共に描かれ
ています。

菊蓮寺 ②

１６年前に青蓮寺の倉庫から江戸時代の古文
書が発見され、それまで伝承とされていた二孝
女物語が史実として世に広まる事になりました。
本堂内部にはこの古文書も展示されており、
さらに、檀家の人々が作った紙芝居や展示物
で物語を詳しく知ることができます。

青蓮寺

毎年10月に開催される「指定文化財集中
曝涼」で、学生ボランティアとして現地で
解説している茨城大学の学生さん達が
動画でも文化財を解説してくれています。
新型コロナウイルスの影響により、思うよ
うに外出できない日々が続いていますが、
常陸太田市の文化財・史跡を訪れた気持
ちでぜひご覧ください！（※写真は映像よ
り抜粋。紹介者は実際の映像をご覧くだ
さい。）

菊蓮寺 ①

常陸太田市には西光寺というお寺が２か所あ
り、こちらは下利員町にあるお寺です。大正12
年の火災で本堂や薬師堂は消失してしまいま
したが、火災発生時地域の方が薬師如来坐像
を本堂から運び出し守りました。この薬師如来
坐像は平安時代後期の作とされ、国指定重要
文化財です。仁王門の阿形像と吽形像も迫力
があり見どころの一つです。

下利員町西光寺

中野富士山古墳は、常陸太田市中野字富士山
にあり、古墳の名称も地名から付けられたよう
です。１０年前に地元有志と市文化財課が発掘
調査し埴輪などが出土しました。見学者用の
駐車場・登山道・看板が整備され休憩用の東
屋も建っています。埋葬された人物などは判明
されていませんが、古墳に上ってみると前方後
円墳の形が良く分かります。

中野富士山古墳
茨城大学 人文社会科学部 

鶴見 莉子さん・阿部 めぐみさん

紹介者茨城大学 人文社会科学部 
富嶋 ひよりさん・喜多 春記さん・尾崎 紗耶香さん

紹介者茨城大学 人文社会科学部 
加茂 佐代子さん・西坂 卓真さん
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紹介者
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材
﹈来迎院の楼門は茅葺屋根で少し傾いていま

す。１６０年前に書かれた書物にも描かれてい
るこの楼門の傾きは謎になっており、また、
ちょっと小太りのユーモラスな仁王像も安置し
てあります。本堂に安置されている本尊の阿
弥陀如来坐像は一本の木から削りだされた一本
造りで当時は金箔が張られていました。

来迎院

久昌寺は３００年前に徳川光圀が創建したお
寺ですが、明治時代、廃仏毀釈により失われ
現在の場所に再建されています。木彫義公面
は光圀公の２０歳３０歳５０歳の時の写しと言
われる三面が現存しています。また、光圀公が
西山荘で過ごした生活ぶりを記録した日乗上
人日記があります。

久昌寺 香仙寺

旧町屋変電所は、１２０年前に建てられたレン
ガ造りの建物で、阿武隈山系の山を越えた日
立鉱山へ電気を供給するために建設されまし
た。田んぼの小道を南に下ったところには、発
電所の遺構があります。地元の保存会の人た
ちによる看板などが設置され当時の発電所や
変電所の建物の様子を見ることができます。

旧町屋変電所

太田一高には、約１１０年前に建てられた講堂
があります。明治時代の建築物にしては珍しい
ギリシャの古典的なエンタシス柱やコリント風
の柱頭装飾ドイツ風の下見板張りがあります。
展示物は明治から現代までの写真や資料で、
貴重なものばかりです。

旧太田中学校講堂

香仙寺東側山腹には、砂岩を掘りぬいた洞窟
が３つあり、聖冏(しょうけい)上人がこの洞窟
で、浄土宗義関連著書「決疑鈔直牒」十巻を書
き上げたことから直牒(じきてつ)洞の名前が
ついたと言われています。また、洞窟の奥の壁
には県指定文化財である阿弥陀如来坐像、観
音菩薩立像、勢至菩薩立像が彫られています。
暗いので懐中電灯が必要です。

中染阿弥陀堂の阿弥陀如来立像は高さ１６４ｃｍ
重さ６００㎏ある鉄でできた仏像です。天狗党
の騒乱で建物は焼損しましたが本尊だけは残
りました。さらに第二次世界大戦では金属の
供出が命じられましたが地元の方が土に埋め
て守り抜いたそうです。仏像の裏には制作に
携わった人や年号が刻まれています。

中染阿弥陀堂
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星神社古墳は、小島町にあります。久慈川流域
では最古で、古墳時代の４世紀前半の古墳と
言われています。木々に覆われており外から古
墳の形は確認できませんが、水田に囲まれた
低地に築かれ、墳丘が一つの島のようになっ
ており、水面に浮かぶ一艘の小舟のような美し
いたたずまいとなっています。

星神社古墳

梵天山古墳は宝金剛院の裏手の山にありま
す。墳丘の高さは県内二位の１５０ｍあります。
久慈川と山田川に挟まれた小高い台地に築
かれた久慈古墳群の一つで久慈川流域を政
治的にまとめた集団がいたと思われます。現
在も調査が進められています。

梵天山古墳

菊蓮寺収蔵庫には高さ３ｍ５０ｃｍ、見上げる
ほどの木造千手観音像があります（県指定文
化財）。また、江戸時代に描かれた十王図地獄
絵も見事で、死後の初七日から七十七日まで
の七人の王と百箇日、一周忌、三周忌の三人
の王が地獄の様子と天国の様子と共に描かれ
ています。

菊蓮寺 ②

１６年前に青蓮寺の倉庫から江戸時代の古文
書が発見され、それまで伝承とされていた二孝
女物語が史実として世に広まる事になりました。
本堂内部にはこの古文書も展示されており、
さらに、檀家の人々が作った紙芝居や展示物
で物語を詳しく知ることができます。

青蓮寺

毎年10月に開催される「指定文化財集中
曝涼」で、学生ボランティアとして現地で
解説している茨城大学の学生さん達が
動画でも文化財を解説してくれています。
新型コロナウイルスの影響により、思うよ
うに外出できない日々が続いていますが、
常陸太田市の文化財・史跡を訪れた気持
ちでぜひご覧ください！（※写真は映像よ
り抜粋。紹介者は実際の映像をご覧くだ
さい。）

菊蓮寺 ①

常陸太田市には西光寺というお寺が２か所あ
り、こちらは下利員町にあるお寺です。大正12
年の火災で本堂や薬師堂は消失してしまいま
したが、火災発生時地域の方が薬師如来坐像
を本堂から運び出し守りました。この薬師如来
坐像は平安時代後期の作とされ、国指定重要
文化財です。仁王門の阿形像と吽形像も迫力
があり見どころの一つです。

下利員町西光寺

中野富士山古墳は、常陸太田市中野字富士山
にあり、古墳の名称も地名から付けられたよう
です。１０年前に地元有志と市文化財課が発掘
調査し埴輪などが出土しました。見学者用の
駐車場・登山道・看板が整備され休憩用の東
屋も建っています。埋葬された人物などは判明
されていませんが、古墳に上ってみると前方後
円墳の形が良く分かります。

中野富士山古墳
茨城大学 人文社会科学部 

鶴見 莉子さん・阿部 めぐみさん

紹介者茨城大学 人文社会科学部 
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紹介者
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齋藤 夏希さん・山口 公佳さん・大島 健汰さん

紹介者茨城大学 人文社会科学部 
植月 清香さん・橋詰 いち歩さん・友常 優歩さん

紹介者茨城大学 人文社会科学部 
神谷 柚羽さん・小栗 聡史さん

紹介者

茨城大学 人文社会科学部 
岩崎 凌さん

紹介者茨城大学 人文社会科学部 
海野 貴之さん・塙 慶子さん
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中
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マ
オ

の
葉
の
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
︑
昔

か
ら
茨
城
県
に
居
た
虫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

常陸太田市木崎一町

2021年6月5日撮影
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千
葉
県
よ
り
南
の
方
に
分
布
し
て
い

た
種
で
北
に
分
布
を
拡
大
し
て
き
ま

し
た
︒
一
九
九
七
年
頃
︑
茨
城
県
南

部
に
侵
入
し
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
︒
そ
の
後
県
内
で
も
分

布
拡
大
を
し
︑
常
陸
太
田
市
に
は

二
〇
一
〇
年
以
降
入
り
込
ん
だ
と
思

わ
れ
ま
す
︒
市
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で

は
ま
だ
︑
新
参
者
で
す
︒
山
の
中
と

言
う
よ
り
は
道
路
脇
や
町
中
の
明
る

い
空
き
地
に
生
え
た
カ
ラ
ム
シ
に
見

ら
れ
ま
す
︒
写
真
も
市
街
地
の
小
さ

な
空
き
地
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
︒
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カ
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リ
﹄
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木 

泰
弘

安
嶋 

隆
・
塩
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﹇
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最終回

常
陸
太
田
に
縁
の
あ
る
若
手
芸
術
家
の

今
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

塙 
美
里
さ
ん

サ
ク
ソ
フ
ォン
奏
者

は
な
わ

み

さ
と

高度な技術を伴い、謙虚なひたむきさと情熱、類まれな感受性や深みを持つスーパーソリスト。ユーファム
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ル第2位。ワールドミュージックコンペティション第2位。2021年10月に白寿ホールにてリサイタルを開催予
定。"Golden Classical Music Awards" International Competitionで優勝し2022年3月にニューヨークの
カーネギーホールに招待されデビュー・リサイタルを開催予定。

　
塙
美
里
さ
ん
が
初
め
て
音
楽
と
出
会
っ
た
の
は
三
歳

で
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
と
き
︒﹁
ピ
ア
ノ
の
道
に
進
み
た
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
︑中
学
の
部
活
で
音
楽
系
と

い
え
ば
吹
奏
楽
部
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒私
た
ち

の
代
か
ら
︑顧
問
の
先
生
が
替
わ
り
︑初
め
て
Ａ
部
門
で

東
関
東
大
会
に
進
ん
だ
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
サ
ク
ソ

フ
ォン
に
熱
中
﹂な
さ
っ
た
そ
う
で
す
︒

　
吹
奏
楽
部
の
一︲

二
年
生
の
間
は
︑バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス

を
担
当
︑三
年
生
で
ア
ル
ト
の
担
当
に
︒吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
課
題
曲
の
ソ
ロ
を
吹
い
た
と
こ
ろ
︑当
時
指
導

に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
東
京
佼
成
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
プ
ロ
の
先
生
か
ら﹁
プ
ロ
の
世
界
を
目
指
し
て
は

ど
う
か
﹂と
勧
め
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
︒

　
高
校
生
の
頃
は
練
習
時
間
確
保
の
た
め
︑家
か
ら
一

番
近
い
学
校
と
し
て
県
立
太
田
第
一
高
等
学
校
を
選

び
︑朝
五
時
に
起
き
て
サ
ッ
ク
ス
を
吹
き
︑学
校
が
終
わ

る
と
急
い
で
帰
宅
し
て
夜
中
ま
で
練
習
す
る
毎
日
を

続
け
た
そ
う
で
す
︒そ
の
後
洗
足
学
園
音
楽
大
学
に
進

学
し
︑常
陸
太
田
を
離
れ
ま
す
が
︑﹁
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
で
は
︑一
生
懸
命
学
び
︑考
え
︑実
行
す
る
す
ば
ら

し
さ
を
学
び
ま
し
た
︒舞
台
で
演
奏
し
た
こ
と
は
輝
か

し
い
思
い
出
で
す
が
︑普
段
の
部
活
で
の
一
コ
マ
一
コ
マ

や
顧
問
の
先
生
の
言
葉
が
今
に
な
っ
て
ふ
っ
と
思
い
出

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
﹂そ
う
で
す
︒

﹃
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
イ
チ
ム
﹄

　
小
目
町
出
身
の
於
曽
能
隆
さ
ん
は
︑

県
内
や
東
京
で
経
験
を
積
ん
だ
後
︑
念

願
で
あ
っ
た
地
元
に
昨
年
お
店
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
ま
し
た
︒

　
親
し
み
や
す
さ
や
美
し
さ
を
コン
セ
プ

ト
に
し
た
旬
の
ケ
ー
キ
が
店
内
を
飾
り

ま
す
︒
そ
の
こ
だ
わ
り
は
︑
ス
ポ
ン
ジ

生
地
に
あ
り
︑
く
ち
ど
け
の
良
さ
を
常

に
追
求
し
て
い
ま
す
︒﹁
一
度
食
べ
て
み

て
ほ
し
い
﹂
と
於
曽
能
さ
ん
︒
自
慢
の

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
と
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に
特

に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
︒

　
将
来
的
に
は
︑
地
元
の
食
材
を
使
用

し
た
︑
よ
り
親
し
み
の
あ
る
商
品
開
発

に
意
欲
的
で
す
︒

住所／小沢町1336-1

電話／0294-32-7105

営業時間／10:00-18:30

定休／月曜・第3火曜日

大
内 

広
明

﹇
取
材
﹈

　
サ
ク
ソ
フ
ォン
の
限
界
を
決
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

る
塙
さ
ん
︑﹁
音
楽
は
常
に
幾
重
も
の﹃
変
化
﹄を
私
た
ち

に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
︒そ
れ
は
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
︑

﹃
喜
び
﹄﹃
悲
し
み
﹄時
に
は﹃
憎
し
み
﹄ま
で
人
間
の
様
々

な
感
情
を
音
楽
は
私
た
ち
か
ら
ひ
き
だ
し
て
く
れ
ま
す
︒

音
楽
そ
の
も
の
の
核
で
あ
る
︑﹃
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
﹄と
は
人

が
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
力
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま

す
︒﹂

　﹁
誰
も
が
憧
れ
る
よ
う
な
素
敵
な
ホ
ー
ル
で
︑例
え
ば

素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
大

き
な
拍
手
を
い
た
だ
く
こ
と
は
︑感
謝
し
な
が
ら
喜
び
と

す
る
べ
き
で
す
が
︑音
楽
と
と
も
に
生
き
て
い
る
と
様
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒サ
ク
ソ
フ
ォン
を
一
生
懸
命
や
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
出
会
え
な
か
っ
た
人
の
人
間
性
に
ふ
れ
た

と
き
や
海
外
の
遠
征
な
ど
で
思
わ
ぬ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
︑何
年
も
経
っ
た
時
に
︑自
分
の
身
体
で
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
な
ど
︑音
楽
の
熟
成
と
い
う
途
方
も
な

い
旅
の
途
中
に
あ
り
ま
す
︒﹂自
分
の
道
を
歩
み
続
け
る
塙

さ
ん
︑コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
折
に
は
︑地
元
の
吹
奏
楽
団

で
の
ゲ
ス
ト
演
奏
会
な
ど
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
︒

※

お
詫
び

第
90
号 

職
人
・
企
業
の
仕
事
場
訪
問
〜
大
人
の
社
会
科
見
学 

坂
爪
指
物
店

（
春

友
町
）
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、
坂
爪
指
物
店

（
常
福
地
町
）

の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
る
日
︑
昼
寝
の
時
間
に
あ
き
ら
と
さ
と
し
は
︑

あ
き
ら
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
て
き
た
ミ
ニ
カ
ー
を
取
り

合
っ
て
追
い
か
け
っ
こ
を
し
は
じ
め
ま
す
︒
そ
の
際
︑

寝
て
い
る
子
を
踏
ん
づ
け
た
り
し
て
し
ま
っ
た
た
め
︑

み
ず
の
先
生
に
押
入
れ
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒

押
入
れ
に
入
れ
ら
れ
て
も
二
人
は
謝
ら
な
い
の
で
︑
出

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
入
れ
ら
れ
て
い
る
間

に
心
細
く
な
っ
て
き
て
︑
さ
と
し
は
あ
き
ら
に
取
り
上

げ
て
い
た
ミ
ニ
カ
ー
を
返
し
て
謝
り
︑
あ
き
ら
も
ポ
ケ
ッ

ト
の
中
に
あ
っ
た
デ
ゴ
イ
チ
を
さ
と
し
に
貸
し
て
︑
押

入
れ
の
中
で
仲
良
く
遊
び
は
じ
め
ま
す
︒
す
る
と
︑

押
入
れ
の
模
様
が
ゆ
ら
め
い
て
︑
ね
ず
み
ば
あ
さ
ん
が

あ
ら
わ
れ
ま
す
︒
そ
の
ね
ず
み
ば
あ
さ
ん
か
ら
二
人

で
逃
げ
て
い
く
と
い
う
の
が
こ
の
本
の
あ
ら
す
じ
で
す
︒

　
こ
の
本
を
読
ん
だ
と
き
は
︑
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

も
二
人
が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
す
が
︑
し
っ
か
り
者
に
な
っ

て
い
く
よ
う
な
姿
に
ど
ん
ど
ん
引
き
こ
ま
れ
て
い
く
よ

う
な
感
覚
が
あ
っ
た
想
い
出
が
あ
り
ま
す
︒
何
か
間

違
え
た
と
き
に
︑﹁
ご
め
ん
な
さ
い
﹂
と
い
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
一
冊
な
の
で
︑

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
︒

常福寺があった集会所裏付近

そ
の
よ
う
な
所
が
あ
っ
た

ら
︑
そ
っ
と
葉
の
上
を
の
ぞ

い
て
み
て
下
さ
い
︒
小
さ
な

ガ
チ
ャ
ピ
ン
に
会
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒

67

　﹁
村
中
舊
常
福
寺
ア
リ
︑
故
ニ
村
名
ト
ナ
ル
﹂﹃
新
編

常
陸
国
誌
﹄

　﹁
常
福
地
の
地
名
は
︑
か
つ
て
こ
の
地
に
常
福
寺
と
い
う

お
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
﹂﹃
茨
城
県

地
名
大
辞
典
﹄

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
︑
常
福
地
と
い
う
地

名
は
︑
そ
の
昔
︑
こ
の
地
に
あ
っ
た
常
福
寺
と
い
う
寺
号

が
そ
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
︒

　﹃
常
陸
国
社
寺
由
緒
書
﹄
に
よ
る
と
︑
こ
の
寺
は
︑
延

元
三
年(

一
三
三
八)

に
了
実
上
人
に
よ
っ
て
︑
佐
都
郡
に

開
山
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
後
廃
寺
と
な
っ
た

が
︑
長
い
年
月
に
わ
た
り
こ
の
地
は
常
福
寺
村
と
呼
ば
れ

て
い
た
と
い
う
︒

　
徳
川
斉
昭
公
の
世
の
天
保
十
三
年(

一
八
四
二)

に
寺
を

地
に
改
め
︑
常
福
地
村
と
な
っ
た
︒
こ
の
常
福
寺
が
あ
っ
た

場
所
は
︑
現
在
の

常
福
地
町
集
会

所
付
近
と
い
わ
れ

て
い
る
︒
ま
た
︑

瓜
連
に
創
建
さ

れ
た
常
福
寺
の

寺
号
は
︑
こ
こ
の

寺
号
を
移
し
た

も
の
と
い
わ
れ
て

い
る
︒

店主・於曽能さん（左）



﹃
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
﹄

菊
池 

俊
哉 

︵
馬
場
町
︶

　
こ
の
本
は
︑
さ
く
ら
保
育
園
と
い
う
保
育
園
に
通
う

二
人
の
男
の
子
の
物
語
で
す
︒
こ
の
さ
く
ら
保
育
園
に

は
︑
こ
わ
い
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
︒
一
つ
は
み
ず

の
先
生
が
閉
じ
込
め
る
押
入
れ
︑
も
う
一
つ
は
み
ず
の

先
生
が
人
形
劇
で
演
じ
る
こ
わ
い
顔
の
ね
ず
み
ば
あ

さ
ん
で
す
︒

常
福
地
町

﹃
常
陸
太
田
市
常
福
地
町
﹄

34

川
松 

博

じ
ょ
う
ふ
く
じ

　
体
長
十
～
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で
す
が
︑
黒
と
緑
白
色
の
き

れ
い
な
色
を
し
て
い
ま
す
︒
背
中
側
か
ら
見

る
と
黒
い
二
つ
の
紋
が
パン
ダ
の
顔
や
テ
レ
ビ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ガ
チ
ャ
ピ
ン
の
様
に
見
え
た

り
し
て
︑
虫
仲
間
に
も
人
気
の
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
で
す
︒

　
五
～
七
月
の
頃
︑
カ
ラ
ム
シ
や
ヤ
ブ
マ
オ

の
葉
の
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
︑
昔

か
ら
茨
城
県
に
居
た
虫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
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に
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の
あ
る
若
手
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術
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の

今
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ご
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ま
す
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里
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サ
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カーネギーホールに招待されデビュー・リサイタルを開催予定。

　
塙
美
里
さ
ん
が
初
め
て
音
楽
と
出
会
っ
た
の
は
三
歳

で
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
と
き
︒﹁
ピ
ア
ノ
の
道
に
進
み
た
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
︑中
学
の
部
活
で
音
楽
系
と

い
え
ば
吹
奏
楽
部
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒私
た
ち

の
代
か
ら
︑顧
問
の
先
生
が
替
わ
り
︑初
め
て
Ａ
部
門
で

東
関
東
大
会
に
進
ん
だ
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
サ
ク
ソ

フ
ォン
に
熱
中
﹂な
さ
っ
た
そ
う
で
す
︒

　
吹
奏
楽
部
の
一︲

二
年
生
の
間
は
︑バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス

を
担
当
︑三
年
生
で
ア
ル
ト
の
担
当
に
︒吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
課
題
曲
の
ソ
ロ
を
吹
い
た
と
こ
ろ
︑当
時
指
導

に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
東
京
佼
成
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
プ
ロ
の
先
生
か
ら﹁
プ
ロ
の
世
界
を
目
指
し
て
は

ど
う
か
﹂と
勧
め
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
︒

　
高
校
生
の
頃
は
練
習
時
間
確
保
の
た
め
︑家
か
ら
一

番
近
い
学
校
と
し
て
県
立
太
田
第
一
高
等
学
校
を
選

び
︑朝
五
時
に
起
き
て
サ
ッ
ク
ス
を
吹
き
︑学
校
が
終
わ

る
と
急
い
で
帰
宅
し
て
夜
中
ま
で
練
習
す
る
毎
日
を

続
け
た
そ
う
で
す
︒そ
の
後
洗
足
学
園
音
楽
大
学
に
進

学
し
︑常
陸
太
田
を
離
れ
ま
す
が
︑﹁
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
で
は
︑一
生
懸
命
学
び
︑考
え
︑実
行
す
る
す
ば
ら

し
さ
を
学
び
ま
し
た
︒舞
台
で
演
奏
し
た
こ
と
は
輝
か

し
い
思
い
出
で
す
が
︑普
段
の
部
活
で
の
一
コ
マ
一
コ
マ

や
顧
問
の
先
生
の
言
葉
が
今
に
な
っ
て
ふ
っ
と
思
い
出

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
﹂そ
う
で
す
︒

﹃
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
イ
チ
ム
﹄

　
小
目
町
出
身
の
於
曽
能
隆
さ
ん
は
︑

県
内
や
東
京
で
経
験
を
積
ん
だ
後
︑
念

願
で
あ
っ
た
地
元
に
昨
年
お
店
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
ま
し
た
︒

　
親
し
み
や
す
さ
や
美
し
さ
を
コン
セ
プ

ト
に
し
た
旬
の
ケ
ー
キ
が
店
内
を
飾
り

ま
す
︒
そ
の
こ
だ
わ
り
は
︑
ス
ポ
ン
ジ

生
地
に
あ
り
︑
く
ち
ど
け
の
良
さ
を
常

に
追
求
し
て
い
ま
す
︒﹁
一
度
食
べ
て
み

て
ほ
し
い
﹂
と
於
曽
能
さ
ん
︒
自
慢
の

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
と
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に
特

に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
︒

　
将
来
的
に
は
︑
地
元
の
食
材
を
使
用

し
た
︑
よ
り
親
し
み
の
あ
る
商
品
開
発

に
意
欲
的
で
す
︒

住所／小沢町1336-1

電話／0294-32-7105

営業時間／10:00-18:30

定休／月曜・第3火曜日

大
内 

広
明

﹇
取
材
﹈

　
サ
ク
ソ
フ
ォン
の
限
界
を
決
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

る
塙
さ
ん
︑﹁
音
楽
は
常
に
幾
重
も
の﹃
変
化
﹄を
私
た
ち

に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
︒そ
れ
は
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
︑

﹃
喜
び
﹄﹃
悲
し
み
﹄時
に
は﹃
憎
し
み
﹄ま
で
人
間
の
様
々

な
感
情
を
音
楽
は
私
た
ち
か
ら
ひ
き
だ
し
て
く
れ
ま
す
︒

音
楽
そ
の
も
の
の
核
で
あ
る
︑﹃
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
﹄と
は
人

が
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
力
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま

す
︒﹂

　﹁
誰
も
が
憧
れ
る
よ
う
な
素
敵
な
ホ
ー
ル
で
︑例
え
ば

素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
大

き
な
拍
手
を
い
た
だ
く
こ
と
は
︑感
謝
し
な
が
ら
喜
び
と

す
る
べ
き
で
す
が
︑音
楽
と
と
も
に
生
き
て
い
る
と
様
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒サ
ク
ソ
フ
ォン
を
一
生
懸
命
や
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
出
会
え
な
か
っ
た
人
の
人
間
性
に
ふ
れ
た

と
き
や
海
外
の
遠
征
な
ど
で
思
わ
ぬ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
︑何
年
も
経
っ
た
時
に
︑自
分
の
身
体
で
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
な
ど
︑音
楽
の
熟
成
と
い
う
途
方
も
な

い
旅
の
途
中
に
あ
り
ま
す
︒﹂自
分
の
道
を
歩
み
続
け
る
塙

さ
ん
︑コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
折
に
は
︑地
元
の
吹
奏
楽
団

で
の
ゲ
ス
ト
演
奏
会
な
ど
を
期
待
し
て
い
ま
す
︒

※

お
詫
び

第
90
号 

職
人
・
企
業
の
仕
事
場
訪
問
〜
大
人
の
社
会
科
見
学 

坂
爪
指
物
店

（
春

友
町
）
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、
坂
爪
指
物
店

（
常
福
地
町
）

の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
る
日
︑
昼
寝
の
時
間
に
あ
き
ら
と
さ
と
し
は
︑

あ
き
ら
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
て
き
た
ミ
ニ
カ
ー
を
取
り

合
っ
て
追
い
か
け
っ
こ
を
し
は
じ
め
ま
す
︒
そ
の
際
︑

寝
て
い
る
子
を
踏
ん
づ
け
た
り
し
て
し
ま
っ
た
た
め
︑

み
ず
の
先
生
に
押
入
れ
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒

押
入
れ
に
入
れ
ら
れ
て
も
二
人
は
謝
ら
な
い
の
で
︑
出

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
入
れ
ら
れ
て
い
る
間

に
心
細
く
な
っ
て
き
て
︑
さ
と
し
は
あ
き
ら
に
取
り
上

げ
て
い
た
ミ
ニ
カ
ー
を
返
し
て
謝
り
︑
あ
き
ら
も
ポ
ケ
ッ

ト
の
中
に
あ
っ
た
デ
ゴ
イ
チ
を
さ
と
し
に
貸
し
て
︑
押

入
れ
の
中
で
仲
良
く
遊
び
は
じ
め
ま
す
︒
す
る
と
︑

押
入
れ
の
模
様
が
ゆ
ら
め
い
て
︑
ね
ず
み
ば
あ
さ
ん
が

あ
ら
わ
れ
ま
す
︒
そ
の
ね
ず
み
ば
あ
さ
ん
か
ら
二
人

で
逃
げ
て
い
く
と
い
う
の
が
こ
の
本
の
あ
ら
す
じ
で
す
︒

　
こ
の
本
を
読
ん
だ
と
き
は
︑
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

も
二
人
が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
す
が
︑
し
っ
か
り
者
に
な
っ

て
い
く
よ
う
な
姿
に
ど
ん
ど
ん
引
き
こ
ま
れ
て
い
く
よ

う
な
感
覚
が
あ
っ
た
想
い
出
が
あ
り
ま
す
︒
何
か
間

違
え
た
と
き
に
︑﹁
ご
め
ん
な
さ
い
﹂
と
い
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
一
冊
な
の
で
︑

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
︒

常福寺があった集会所裏付近

そ
の
よ
う
な
所
が
あ
っ
た

ら
︑
そ
っ
と
葉
の
上
を
の
ぞ

い
て
み
て
下
さ
い
︒
小
さ
な

ガ
チ
ャ
ピ
ン
に
会
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒

67

　﹁
村
中
舊
常
福
寺
ア
リ
︑
故
ニ
村
名
ト
ナ
ル
﹂﹃
新
編

常
陸
国
誌
﹄

　﹁
常
福
地
の
地
名
は
︑
か
つ
て
こ
の
地
に
常
福
寺
と
い
う

お
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
﹂﹃
茨
城
県

地
名
大
辞
典
﹄

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
︑
常
福
地
と
い
う
地

名
は
︑
そ
の
昔
︑
こ
の
地
に
あ
っ
た
常
福
寺
と
い
う
寺
号

が
そ
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
︒

　﹃
常
陸
国
社
寺
由
緒
書
﹄
に
よ
る
と
︑
こ
の
寺
は
︑
延

元
三
年(

一
三
三
八)

に
了
実
上
人
に
よ
っ
て
︑
佐
都
郡
に

開
山
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
後
廃
寺
と
な
っ
た

が
︑
長
い
年
月
に
わ
た
り
こ
の
地
は
常
福
寺
村
と
呼
ば
れ

て
い
た
と
い
う
︒

　
徳
川
斉
昭
公
の
世
の
天
保
十
三
年(

一
八
四
二)

に
寺
を

地
に
改
め
︑
常
福
地
村
と
な
っ
た
︒
こ
の
常
福
寺
が
あ
っ
た

場
所
は
︑
現
在
の

常
福
地
町
集
会

所
付
近
と
い
わ
れ

て
い
る
︒
ま
た
︑

瓜
連
に
創
建
さ

れ
た
常
福
寺
の

寺
号
は
︑
こ
こ
の

寺
号
を
移
し
た

も
の
と
い
わ
れ
て

い
る
︒

店主・於曽能さん（左）



8

藤
田
東
湖
の
北
郡
巡
村

新
太
田
点
描
26

　
「
西
の
西
郷
、
東
の
東
湖
」
と
、
両
者
は
幕
末
か
ら

明
治
期
の
傑
出
し
た
人
物
と
し
て
広
く
世
間
に
知
ら
れ

て
い
る
。

東
湖
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
三
月
、
彰
考
館
総

裁
藤
田
幽
谷
の
二
男
と
し
て
水
戸
に
生
ま
れ
た
。
幼
名

は
武
二
郎
、
諱
を
彪
、
字
は
斌
卿
と
称
し
た
。
通
称
は

虎
之
介
、
の
ち
藩
主
慶
篤
公
か
ら
「
誠
之
進
」
の
名
を

賜
っ
て
い
る
。
号
は
書
斎
名
と
同
じ
「
不
息
斎
」
と
し

た
が
、
天
保
末
年
か
ら
は
「
東
湖
」
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
学
問
に
励
む
ば
か
り
で
な
く
剣
術
の
修

行
も
怠
り
な
く
神
道
無
念
流
の
達
人
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
東
湖
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
一
月
か

ら
翌
三
年
の
五
月
ま
で
短
期
間
で
あ
る
が
、
北
郡
の
郡

奉
行
を
勤
め
て
い
た
。
常
陸
太
田
市
を
含
む
旧
久
慈
郡

と
那
珂
郡
の
一
部
は
そ
の
管
轄
下
に
置
か
れ
民
政
・
農

政
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

天
保
二
年
四
月
、
東
湖
は
農
村
の
作
付
現
状
と
そ
こ

に
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
活
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
久

慈
・
那
珂
両
郡
の
村
々
を
巡
村
し
て
い
る
。
こ
の
時
書

き
記
し
た
も
の
が
『
巡
村
日
録
』
と
し
て
水
戸
彰
考
館

に
存
在
し
た
が
、
先
の
大
戦
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

幸
い
に
し
て
そ
れ
以
前
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
記
述
内
容
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
掻
い
摘
ん
で
日
録
の
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

二
十
五
日
に
従
者
六
人
と
水
戸
田
見
小
路
の
役
宅

を
出
発
し
て
那
珂
川
を
渡
り
瓜
連
（
昼
食
）
を
経
て
部

垂
（
大
宮
）
に
泊
り
、
翌
二
十
六
日
朝
出
発
し
下
小
川

泊
り
。
翌
二
十
七
日
に
葡
萄
坂
を
経
て
保
内
地
方（
現
・

大
子
町
）
に
入
り
五
月
四
日
ま
で
は
保
内
各
村
を
巡
村

し
小
生
瀬
村
で
昼
食
を
取
り
、そ
こ
か
ら
高
倉
村
（
旧
・

水
府
村
）
に
入
り
庄
屋
宅
に
立
ち
寄
り
、
天
下
野
村
に

泊
ま
っ
て
い
る
。

翌
五
日
、
朝
、
東
金
砂
山
に
登
り
社
宝
等
を
見
た
後

下
山
し
、
東
染
・
中
染
・
西
染
と
通
過
し
町
田
村
で
昼

食
、
和
久
～
国
安
～
棚
谷
～
松
平
～
和
田
～
芦
間
～
東

蓮
寺
と
山
田
川
沿
い
の
村
々
を
通
り
岩
手
村
に
宿
泊
し

て
い
る
。

六
日
は
雨
の
中
を
少
し
遅
れ
て
出
発
し
千
寿
か
ら
高

柿
・
竹
合
・
箕
・
下
利
員
を
経
て
中
利
員
で
昼
食
、
午

後
は
上
利
員
・
赤
土
・
下
宮
河
内
～
東
谷
・
生
井
澤
・

押
沼
を
経
て
上
宮
河
内
に
宿
泊
す
る
。

七
日
朝
、
西
金
砂
山
に
登
り
諸
沢
地
割
坪
で
昼
食
、

そ
の
後
、
雷
雨
の
中
を
田
野
・
諸
沢
南
隅
と
巡
り
西
野

内
村
へ
辿
り
着
い
て
宿
泊
し
て
い
る
。

八
日
は
、
西
野
内
村
を
出
発
し
て
久
慈
川
を
舟
で
小

貫
ま
で
下
り
、
一
旦
上

陸
し
た
が
ま
た
舟
で
辰

の
口
ま
で
下
り
、
そ
こ

か
ら
は
陸
路
で
塩
原
・

小
倉
・
富
岡
・
花
房
と

通
過
し
て
上
新
地
村
で

昼
食
、
午
後
は
川
島
・

下
新
地
・
中
野
か
ら
大
里
村
に
至
り
宿
を
取
っ
て
い
る
。

翌
九
日
は
、
大
里
村
を
出
発
し
て
薬
谷
～
久
米
～
大

平
～
玉
造
～
大
門
～
増
井
・
新
宿
～
馬
場
を
経
て
太
田

町
に
着
き
稗
蔵
を
検
分
し
た
後
昼
食
を
取
っ
て
い
る
。

午
後
は
稲
木
・
天
神
か
ら
藤
田
宿
・
粟
原
・
薬
谷
に
至
っ

て
い
る
。

以
上
で
日
録
の
記
述
は
終
え
て
い
る
が
、
恐
ら
く
は

久
慈
川
を
舟
で
渡
り
額
田
宿
か
ら
水
戸
の
役
宅
に
向

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
こ
の
日
録
に
は
、
日
に
ち
毎
に
村
々
の
作
付
状

況
や
面
談
し
た
村
役
人
の
人
物
評
価
な
ど
、
特
筆
す
べ

き
こ
と
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
上

こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
て
、左
に
掲
げ
る
七
言
絶
句
の
一
幅
は
東
湖
の「
途

中
偶
作
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
巡
村
中

に
即
興
で
揮
毫
し
た
自
作
の
詩
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
書

体
、
筆
法
に
至
っ
て
は
東
湖
の
真
筆
と
観
比
べ
る
と
甚

だ
心
許
な
い
。
た
ぶ
ん
、
後
世
に
な
っ
て
東
湖
に
心
酔

し
た
数
寄
者
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
識
者
の

見
解
を
聞
き
た
い
。
呵
々
。�

（
吉
成
英
文
）


